







Consideration of the child understanding of the nursing student 






　乳幼児期の子どもと母親に接する「赤ちゃん先生プログラム」を受講した 4 年制大学看護学部 2 年生 78
名と、3 年課程の看護専門学校 1 年生 40 名に対して、研究の主旨と倫理的な配慮について説明し、承諾を
得たのち調査を行った。参加者は受講前後で 30 項目、4 件法の「子ども理解評価尺度」と、受講後の自由
記述に回答した。「子ども理解評価尺度」は受講前後で対応のある t 検定を行い、自由記述は計量テキスト
分析を用いて頻出単語と共起ネットワークにより分析した。




























































　　 首都圏にある 4 年制の A 大学看護学部 2 年生 78
名、3 年課程の B 看護専門学校 1 年生 40 名
２．調査期間　2018 年 10 月 1 日から 12 月 7 日
３．「赤ちゃん先生プログラム」実施方法
１）科目におけるプログラムの位置づけ（表１）













したのは、看護学生 40 名程度に対し、0 ～ 3 歳の赤ちゃ
ん先生8名と7名の母親、インストラクター1名であっ
た。最初に子どもと母親の自己紹介と簡単な手遊び


























































































グループ A B C D E F G
赤ちゃん先生の
年齢・性別




保護者 母親 母親 母親 母親 母親 母親 母親













性別 男 0 3 3
女 25 33 58
計 25 36 61
年齢 18歳 0 14 14
19歳 11 4 15
20歳 11 1 12
21歳以上 3 7 10
不明 0 10 10
計 25 36 61
平均値/有意確率 19.6 20.7 0.154
きょうだい数 1人 5 7 12
(対象者含む) 2人 14 9 23
3人 4 8 12
4人以上 1 4 5
不明 1 8 9
計 25 36 61
平均値/有意確率 2.08 2.35 0.057
家族構成 核家族 15 18 33
三世代家族 5 5 10
その他 2 2 4
不明 3 11 14
計 25 36 61
受講前後の回答数 受講前のみ 2 4 6
受講後のみ 10 0 10
両方回答 13 32 45
計 25 36 61
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護学校が36名であった。性別では女性が58名（95.1％）
であり男性 3 名（4.9％）より多く、年齢構成は 18 歳
が 14 名（15.7 ％）、19 歳 が 25 名（28.1 ％）、20 歳 が






　 調 査 へ の 協 力 が 得 ら れ た の は 116 名（ 回 収 率
95.9％）であったが、記述的データの欠損があるもの
は除外し、最終的な有効回答数は 61 名（有効回答率
52.6％）であった。4 年制大学が 25 名、3 年課程の看
表 4　「赤ちゃん先生」受講前後の学生の子ども理解の比較表4 「赤ちゃん先生」受講前後の学生の子ども理解の比較
有意確率
M SD M SD
1 子どもの免疫機能は低いため、感染症にかかりやすい 3.2826 0.8344 3.5652 0.5832 0.026 *
2 子どもは、体温調節機能が未熟であるため、環境温に左右されやすい 3.3043 0.7563 3.6087 0.5765 0.009 **
3 年少児ほど成長率・基礎代謝が大きいため、エネルギー所要量が多い 3.0652 0.8538 3.5652 0.5437 0.000 ***
4 子どもは気道が狭く肺が未発達であるため、呼吸困難などの症状を起こしやすい 2.8913 0.8227 3.4130 0.7476 0.000 ***




3.0000 0.8433 3.4783 0.6909 0.000 ***
7 子どもの感覚能力は、出生後の体験によって高められる 3.0435 0.8421 3.5000 0.5870 0.001 **
8 子どもは、子ども自身のなかに育つ力をもっている 3.2609 0.6123 3.6500 0.4820 0.001 **
9 子どもは、生後３年間のなかで自我が芽生える 2.8478 0.8156 3.6304 0.6449 0.000 ***
10 子どもは、経験をすることで物事の理解が進む 3.3478 0.6401 3.6957 0.4652 0.003 **
11 子どもの発達に合わせて援助を行うことにより、基本的生活習慣の自立につながる 3.3043 0.6279 3.6522 0.5257 0.003 **
12 子どもは、適切な遊びの機会を与えられることにより、社会性が育つ 3.4130 0.6174 3.6739 0.5187 0.022 *
13 子どもは、自らの思いや願いを遊びのなかに無意識に表現している 3.3696 0.6095 3.6087 0.5366 0.015 *
14 幼児期の子どもは、環境によって言葉の数が増える 3.4130 0.7173 3.5435 0.6568 0.323
15 幼児期の子どもの反抗的な行動は、子どもの主張と関係がある 3.2609 0.6810 3.5217 0.6579 0.050
16 子どもは、周囲にほめられることをやってみたいと思う 3.3478 0.6739 3.5870 0.5803 0.047 *
17 子どもの情緒発達は、家庭環境と関係する 3.4348 0.6550 3.5217 0.5473 0.486
18 子どもの情緒は、母親の不安や行動により影響される 3.4783 0.6579 3.5870 0.5803 0.302




3.1522 0.5951 3.4565 0.6221 0.009 **




2.8261 0.8770 3.1522 0.7879 0.038 *
23 子どもは、子どもなりの意志や考えをもつ 3.4783 0.5051 3.6087 0.5765 0.204




3.2174 0.6638 3.5870 0.5803 0.001 **

























「赤ちゃん先生プログラム」受講による看護学生の子ども理解についての一考察末永  香　小口 多美子　阿部 頼子
− 48 −
子どもは状況をスムーズに受け入れるようになる






































































順位 語 頻度 順位 語 頻度
1 赤ちゃん 112 11 自分 37
2 お母さん 91 12 聞く 37
3 子ども 91 13 成長 30
4 思う 81 14 体験 30
5 泣く 65 15 大切 24
6 感じる 60 16 小さい 23
7 抱っこ 49 17 話 22
8 実際 46 18 子育て 18
9 母親 43 19 先生 16
10 大変 43 20 発達 16
表 5　赤ちゃん先生プログラム受講後の
看護学生の学びの頻出単語









































図 2　KH Coder の共起ネットワークモデルによる分析結果
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